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基本施策評価表 所属令和2年度 05250000

保健福祉部 健康増進課

41 医療体制の充実
妥当性 妥当 コスト削減の余地 無 受益者負担 適正

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民
身近な医療から救急医療まで様々な段階の医療を受けられる環境が整っている。
国民健康保険制度や後期高齢者医療制度の健全な運営が図られている。

①地域医療についての市民満足度…5年間で62％（現状値60.3％）
②救急車が病院に受入照会をした時に、１回目の照会で受入した割合(産科・周産期、小児
を除く重症以上傷病者)…5年間で100％(現状値78.8％)

基本施策の目指すべき姿である「健康で生きがいを持てるまちづくり」を進めるうえで、
本基本施策「医療体制の充実」の貢献度は高い。

1回目の照会で受け入れした割合は、77.4％と目標をやや下回った。

市民満足度を上げるため、さらに関係機関と連携を図る必要がある。また、救急医療体制
の充実に向け、救急車の受け入れ改善を図る必要がある。

安定した医療体制を図るため、医療従事者の確保に努めるよう働きかけを行うとともに、
関係機関との連携を強化する。

救急医療体制の充実では、急患センター年間延利用者数に関し、大きく前年度を下回っ
ていたが、内部評価の話を聞き、コロナ禍で利用者数が減っており、断っているわけでは
ないということを聞き、安心した。また、季節性インフルエンザも減っているということ
なので、予防の大切さを実感した。国民健康保険税の現年度収納率について、昨年度から1
.3ポイント上昇したとのことなので、評価したい。引き続き、収納率の向上に努めてほし
い。市に産科開設については、難しいとのことであるが、市民のアンケート結果から産前
産後ヘルパー事業等に取り組むということなので、ぜひ市民が満足できるよう施策の充実
に努めてほしい。

4101 地域医療の充実 508,446 100
4102 救急医療体制の充実 134,769 100
4103 社会保険安定運営 22,715,798 95

成果指標１

成果指標２

成果指標３

成果指標４

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ
(千円)

[ ]％

[ ]

[ ]

[ ]

平成30年度

％
78.80
78.00

23,916,860
24,437,636

平成31年度

80.00
80.20

23,912,666
23,858,074

令和2年度

80.00
77.40

23,359,013
23,359,013

令和3年度

90.00

0
0

令和4年度
62.00

100.00

0
0



施策

妥当性 妥当
市民が安心して住み慣れた地域で健やかに暮らし続けるこ
とのできる環境整備のため必要な事業である。

コスト削減の余地 無
医療体制や社会保険の安定運営のためコスト削減は困難で
ある。

受益者負担 適正
社会保険制度を運営するにあたり、適正な負担をしていただ
いている。

上位貢献度 有効
基本方針「健康で生きがいを持てるまちづくり」に対する貢献
度は高い。

類似事業の有無 無 類似事業はない。

成果向上の余地 有
救急体制の充実を図ることで1回目の照会で救急車を受け
入れた割合が高くなり、市民満足度が向上するものと考え
る。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

基本施策評価表　補表

　41　　　医療体制の充実

内部評価

区分

基本方針である「健康で生きがいを持てるまちづくり」への貢献度高い。

産科や小児科の医師不足がある。
医師の働き方改革により、救急医療について注視する必要がある。
新型コロナウイルス感染症に伴う受診行動の変容により、患者数が大
幅に減少し、経営環境が悪化していることから、適宜支援をする必要が
ある。

医療体制の充実を図るため、県や地域の医師会とともに、医師の確保
について病院等への働きかけを行う。
また、社会保険安定運営の為、滞納処分の強化や口座振替の推進等
の収納率向上対策を積極的に実施し収納率の向上を図るとともに、生
活習慣病の重症化予防等の効果的な保健事業を実施し医療費の抑制
を図る。


